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教授メディアの相違による学習効果の研究

－点火装置の教材について－

比嘉善

AStudyoftheLearningEffectsbyDifferentEducationalMedia

-OnTeachingMaterialsoflgnitionSystem-

ZenichiHIGA＊

(ReceivedAugust20，1983）

Summary

Experimentalteachingswereconductedinordertocomparetheleaming
elfectsbydifferenteducationalmedia、

Insummarythereof，thefoUowingresultswereobtained：

(1)LeamingeITectshavecomeouthigheｒｏｎｔｈｅｃａｓｅｏｆｌｅａｍｉｎｇｐｒｏｃｅｓｓ

ｕｔｉｌizingteachingaids，ｔｈａｎｔｈｅｃａｓｅｏｆｌｅａｍｍｇｐｒｏｃｅｓｓｂｙｗａｙｏｆ
Ｔ・Ｐ．

(2)Leamingprocessutilizingteachingaidswasfoundgreatlyeffective

especial1ytothoseleamerswhosegradeshadbeellmiddleor］ower．

Ｉはじめにしくみや働きの学習において，研究変数として，

おもにＴ､Ｐによって学習を展開する学習過程(銃

教育機器への関心が高まり，ＯＨＰやＶＴＲな制群）とおもに自作教具を使用し，演示．観察

どの教育機器が非常な勢いで普及し，市販のを取り入れた学習過程（実験群）を設定し，教

Ｔ､Ｐやビデオ教材などの入手も比較的容易にな授メディアの相違が学習効果および学習意識に

った。その結果，それが万能の効果をもつかの及ぼす差異を明らかにする目的で，実験授業を

ように受けとめられ，いろいろな学習場面で無行った結果について報告する。

理に教育機器を利用する授業に遭遇することがなお実験授業の項目選定にあたっては，県内

ある。教授メディア注)を使えば学習効果が上がの中学校技術科担当教師（昭和56年度第３学年
るということは，多くの研究によって明らかに担当者75名）を対象に実施したアンケートを参

されているが，どの教材において，どんな教授者にした｡｢内燃機関の指導項目の中で学習指導

メディアを使用すれば，どの程度効果があるのが困難と思われる項目を選んで下さいq｣という
かといった実証的研究はほとんどない。 問いに対して，５２％の教師が点火装置のしくみ

以上のような現状に鑑み，今回は点火装誼のや働きと答えている。

その理由として①電磁誘導作用，相互誘導作

ｏＴｅｃｈＥｄｕ，Ｃｏ１ＬｏｆＥｄｕ.，Univ、ｏｆ用などの電気の理論が理解できない。②磁界と
theRyukyl】ｓ 電流の関係が理解できない。③教具がないため

注)教授メディアの概念は，広義に解釈すれば，教理論学習のみとなり理解させにくい。④教具と

師も学校も教材も含まれるが，ここでは狭義に指導力の不足などをあげている。このような

解釈し教材及び教具と考える。 実態を考慮して点火装置のしくみと働きに決定
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２実験授業に用いた教授メディア

実験授業に用いた教授メディアは次に示す通

りである。

（１）ＴＰ

ＴＰ１はコイルの中に棒磁石を入れたり出した

りすると検流計の針が左右にふれ，電流が発生

することの説明に使用する。

Ｔ,Ｐ2,3は１次コイルに電流を流したり切った

りすると，２次コイルに誘導電圧が発生するこ

と，誘導電圧は１次コイルと２次コイルの巻数

に比例することを説明する。

Ｔ､Ｐ４はマグネト発電機式点火装置のしくみの

説明に使用する（永久磁石は回転するように作

ってあり，カムの回転により断続器接点が開閉

するようになっている｡）

(2)教具１爆発実験器

授業の導入で用い，点火装置の必要性に気づ

かせる。

(3)教具２電磁誘導作用説明器(1)

コイルの中に棒磁石を入れたり出したりする

と，検流計の針が左右にふれ電流が発生するこ

とを演示する。

(4)教具３電磁誘導作用説明器(2)

磁石を回転させるとコイルに電流が流れ，検

流計の針が左右にふれるのを観察させ，マグネ

ト発電機式点火装置のしくみと関連づけをする。

(5)教具４高電圧発生説明器

２次コイルに100Ｖ用のネオンランプを接続し，

１次側に1.5Ｖの電圧を加え，１次側のスイッ

チを切る瞬間にネオンランプが放電するのを観

察させ，高電圧が発生することを理解させる。

（100Ｖ用ネオンランプは約60Ｖで放電を開始す

る。この説明器の場合は，２次コイルに約200Ｖ

の電圧が発生する｡）

(6)教具５蓄電池式点火装置

蓄電池式点火装置のしくみと働きの説明及び

演示に用いる。

琉球大学教育学部紀要

した。

Ⅱ研究方法

１実験授業の方法

実験授業の方法は次の通りである。

(1)実験授業の時期昭和58年１月22,24日

(2)実験授業の場所西原町立西原中学校技

術教室

(3)実験授業の構成

表１実験授業の群構成

,

表１に示したような二群法により，実験授業

を行った。実験学級は，－学期末の技術科のテ

スト（電気、領域）について，ｔ検定を行い両

群の等質性を検討して決定した。両群間のｔ値

はｔ＝qO15＜ｔ0.01＝2.704となり，１％水準

で両群間に有意な差がないことが確認された。

また，１２月１１，１３日に両群に対し，実験授業

内容に関するプレテストを行った。その結果も

ｔ＝0.391＜ｔ0.01＝2.704となり，実験授業内

容に対しても，両群間に有意な差は認められな

かった。

（４）実験授業の実施

実験授業は機械Ⅱ領域（内燃機関)の庶火装

置のしくみと働き」について，両群とも指導時

数（２単位時間)，授業者,授業形態，学習環境

などができるだけ同一条件になるようにした。

研究変数としてマグネト式点火装置の電流発生

のしくみ(電磁誘導作用)，高電圧発生のしくみ

(変圧の原理)，点火のしくみについて，統制群

はおもにＴ・Ｐによる授業展開をし，実験群はお

もに自作教具を使用し，演示・観察を取り入れ

た授業展開をとった。

３学習過程の概要

実験群及び統制群に対して行った実験授業は，

表２に示した学習の流れで展開された。点火装

置の指導計画は３単位時間であり，次時に断続

器，点火プラグの機能と構造及びマグネト発電

－２９０－

学年学級 生徒数

技術科期末テスト

(100点満点）

平均 Ｓ、

プレテスト

(19点満点）

平均 Ｓ、

統制群 3年１t11 2３ 5６．０ 1８．２ ７．００ ３．８７

実験群 3年７組 2３ 56.0 1９．４ ７．４３ ３．４１

ｔ検定 ｔ＝0.015＜ｔｏ､Cｌ t＝0.391＜ｔ0.01
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表２学習過程の概要

－２９２－

学習の流れ（２単位時間） 実験群 統制群

四三三＝

三

点火装圃のはたらき

発電の原理

高電圧発生のしくみ

マグネト発晒機のしくみ

教材用エンジンの火花観察

教具１（爆発実験器）

教師演示学習者観察

教具２（電磁誘導作用説明器１）

教具３（電磁誘導作用説明器２）

教師演示学習者観察

教具４（高寵圧発生説明器）

教師演示学習者観察

Ｔ・Ｐ４

教師説明

Ｔ，Ｐ４

教師説明

教具５（蓄電池式点火装固）

教師税明学習者観察

教材用エンジンの火花観察

教具１（爆発実験器）

教師波示学習者観察

Ｔ・Ｐｌ

教IHi説明

Ｔ･Ｐ２

Ｔ、Ｐ３

教師税明

Ｔ･Ｐ４

教師説明

Ｔ･Ｐ４

教師説明

教具５（帯題池式点火装綴）

教師説lﾘｌ学習者観察
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機の分解，組立が行われる。表３のようなテスト問題を作成し，実験授業
実施後，３日目に実施した。

４効果の測定(2)アンケート調査

(1)プレ(ポスト）テスト表４に示した７項目について実験授業終了直

表３プレ（ポスト）テスト問題

組番氏名

(1)次の文の（）の中に適する語句を醤きなさい。

１．コイルの中に磁石を入れたり出したりすると，コイルに電流が(1)。

反対に磁石を固定して(2)を動かしても，駆流が(3)。

このような現象を(4)という。

２．コイルの中に棒磁石を入れたままにしておくと，電流は(5)。

３．コイルの巻き数を多くすると，電流は(6)なる。

４．棒磁石の動きをはやくすると，電流は(7)なる。

く
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
！

１
２
３
４
５
６
７

１
１
１
１
１
１
１

(2)変圧器について，次の文の（）の中に適する語句を書きなさい。

１．－次電圧と二次髄庄の比は,一次コイルと二次コイルの(1)に等しい。

２．－次コイルに流れる寵流を切る瞬間に,二次コイルに(2)が発生する。

1（

2（

(3)次の図は，点火装置のしくみを示す図である。図を見て下の問いに答えなさい。

次の部品は図の中のどれにあたるか（）の

中にあてはまる記号を入れなさい。

｡－次コイル（１）１（

・断続器（２）２（

・点火プラグ（３）３〈

｡二次コイル（４）４（

１．

１
１
１
１

次の文の（）の中に，図を見て適当な記

号を入れなさい。

。はずみ車が回転すると（５）５（
に電流が流れる.

。（６）の接点がはなれると６（

・塁IUE鰯辮1，（
に電気火花がとぶ。８（

）

3．コンデンサのつける位置で正しいのは

Ａ・Ｂ．Ｃのどれですか。（）

４コンデンサのはたらきを番きなさい。

）（
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表４アンケート項目

組番氏名

今日受けた授業について，次の質問ごとに，三つの答えの中から自分の

感じた気持ちに近いものを－つ選んで，○印をつけてください。

(1)今日の学習の内容がよくわかりましたか。 ３よくわかった

２だいたいわかった

１わからなかった

(2)今日の学習はたのしかったですか。 ３たのしかった

２ふつうだった

１たのし〈なかった

(3)学習内容に興味が持てましたか。 ３興味が持てた

２あまり持てなかった

ｌ興味が持てなかった

(4)今日の学習で最も真剣に取り組んだところは

どこですか。

３はじめのところ

２中間のところ

1終わりのところ

(5)先生の説明はわかりやすかったですか。 わかりやすかった

ふつうだった

わかりにくかった

３
２
１

(6)もう一度先生に説明してもらいたいところは

なかったですか。

なかった

少しあった

たくさんあった

３
２
１

(7)今日使った教具や資料は，わかりやすかった

ですか。

３わかりやすかった

２ふつうだった

１わかりにくかった

後に実施した。 である。両群の平均正答率は統制群54.1％，実

験群67.2％で，ｔ検定を行ったところ５％水準

で･有意な差が認められた。つまり，実験群に用

いられた教授メディアは統制群に用いられたも

のよりも有効であったと言える。標準偏差で生

徒の得点のバラツキをみると，プレテスト（表

１参照）においてはほとんど差はなかったが，

、結果及び考察

１ポストテストの結果

実験授業実施後，３日目に学習者には予告な

しにポストテストを行った。結果は表５の通り

－２９４－
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表５ポストテストの結果 学習者を成績中以上
（19点満点）ストの平ifmT鐘摩」

学習者を成績中以上と中以下に分け，ポストテ

ストの平均正答率，授業効果指数などを求めた

ものである。成績中以上の学習者の正答率及び

授業効果指数は統制群が68.4％，４０２％，実験

群が73.2％，49.1％で有意差は認められない斌

中以下では統制群が39.7％，18.3％，実験群が

61.3％，40.8％となり，有意差が認められた。

また実験群の中以下の成績が統制群の中以上の

成績とほとんど差がないことは注目すべき結果

である。このことより今回の実験授業において

は，実験群に使用した教授メディアは成績中以

下の学習者に対して,特に大きな効果があった。

以上の結果より能力の低い学習者には具体的な

教具を用いれば有効であり，能力の高い学習者

の場合には抽象的なメディアでも同じ効果が得

られることが明確になった。

t＝2.144＞ｔｏ､０５有意差あり

ポストテストでは実験群(2.88)は統制群(4.50）

に比べて小さくなっておりγ実験群の場合，成

績の上下差が縮まっていることがわかる。

授業効果指数桃)も実験群は45.0％と統制群の

29.3％に比べかなり高くなっている。このこと

から授業効果が大であったことがわかる。又問

題別正答率をみても全般にわたって実験群の方

が高い正答率を示している。

表６は技術科の一学期末テストの結果から，

２アンケート調査の結果

図２は実験授業終了後に実施したアンケート

調査の結果である。各設問ごとにＸ２検定を行っ

た結果’７項目のうち統制群と実験群の間に有

意な差の認められたのは(1)と(4)の２項目であっ

た。設問(1)の「今日の学習の内容がよくわかり

ましたかq」という問いに対して，よくわかった

と答えているのが統制群'7.4％，実験群47.6％

となっており，実験群の生徒の方がよく理解で

きたと満足の意を表している。これはポストテ

ストの結果からも同様なことがいえる。

設問(4)「今日の学習で最も真剣に取り組んだ

ところはどこですかＵという問いに対して，統

制群では「始めのところ」と答えたのが65.2％

で最も多く，実験群では「中間のところ」と答

えたのが57.1％と最も多くなっている。この結

果から，実験群の授業においては自作教具の利

用が，学習活動への動機づけとなり，授業に注

意を集中させ，興味深く意欲的に学習に取り組

み，自発的な学習活動が展開され，理解度も高

まったものと考えられる。

一方，統制群においては授業の導入の部分で

は真剣に取り組んでいるが，次第に注意力，集

中力が減退し理解度が低くなっていると推察さ

れる。

表６成績層別ポストテストの結果

(19点満点）

中以上ｔ＝0.639＜ｔｏｏ５有意差なし

中以下ｔ-2848＞ｔｏ､０１有意差あり

注）

EQ-諾t・姜｡芸･re-Pr…ScorO-PretestScore

により算出した。

×１００
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～ 統制群 実験群

生徒数 2２ 2２

平均点 10.3 12.8

標準偏差 4.50 2.88

平均正答率陶 54.1 67.2

Ｅ・ＱＣｌｳリ 29.3 45.0

統制群 実験群

成
績
中
以
上

生徒数

平均点

標準偏差

平均正答率陶

Ｅ・Ｑ開

11

13.0

3.46

68.4

40.2

1１

1３．９

2.81

73.2

49.1

成
績
中
以
下

生徒数

平均点

標準偏差

平均正答率陶

Ｅ・Ｑ鰯

1１

7.5

３７５

39.7

18.3

1１

lＬ６

2.58

61.3

40.8
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よくわかっただいたいわかった

統制群

(1)今日の学習の内容がよくわかりまし

たか。

実験群

たのしかったたのしくなかったふつうだった

統制群

(2)今日の学習はたのしかったですか。

実験群

４８％

待てなかったあまり持てなかった 持てた

統制群

(3)学習内容に興味が持てましたか。

実験群

はじめ終り中間

統制群
(4)今日の学習で股も真剣に取り組んだ

ところはどこですか。

実験群

わかりやすかったふつうだった

統制群
(5)先生の説明はわかりやすかったです

か。

実験群‘

たくさ(あった

４．３％ なかった少しあった

統制群

(6)もう一度先生に説明してもらいたい

ところはなかったですか。

実験群

わかりやすかったふつうだった

統制群

(７１今日使った教具や資料は，わかりや

すかったですか。

実験群

図２アンケート調査結果

－２９６－

８２６鰯 17.4％

52.4形 47.6％

131形 652％ 21.7影

４

47.6形 47.6鬼

13.1％ 30.4形 56.5鬼

28.6影 71.4％

8.7形 26.1影 65.2影

１９．１影 57.1％ 23.8形

3Ｕ４％ 69.6％

42.9％ 57.1影

ヤ

52.2％ 43.5％

47.6％ 52.4％

３４８％ 65.2％

33.3％ 66.7％



比嘉：教授メディアの相違による学習効果の研究

Ⅳまとめ った照喜名朝則教諭，教材教具の製作及び資料

の整理に際しご協力をいただいた塩村雅己教諭

（当時本学科学生）に対し，深く感謝の意を表
します。

点火装置の教材について，教授メディアの相

違による学習効果を比較する目的で実験授業を

行った。実験要因として，おもにＴＰによって

学習を展開する場合（統制群）と，自作教具を

使用し演示・観察を取り入れた場合（実験群）

の両群の学習効果及び学習に対･する意識を測定

した。その結果を要約すると次の通りである。

(1)自作教具を使用し，演示・観察を取り入れ

た学習過程の方が，ＴＰによって学習を展開す

る学習過程より学習効果が高かった。

(2)成績が上位層の学習者の場合は教授メデイ

アの相違による差はみられないが，下位層の学

習者の場合には明確な差がみられた。

上述のように点火装置のしくみや働きの指導

においては，自作教具の使用が有効であった。

教授メディアの選択にあたっては，教師の個人

的な好みによって選ぶのでなく，客観的な価値

基準にもとづいて選択されなければならない。

そうすることによって，生徒1人１人が充実し

た学習活動を体得し，落ちこぼれのない楽しい

授業が展開できるのである。
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